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Abstract Lepidoptera fauna of insectivorous bird nests, Parus major Linnaeus, P. varius Temminck & Schlegel, Locustella 
pleskei Taczanowski and Eurystomus orientalis (Linnaeus), was investigated in Japan. Ten moth species were identified. 
These larvae fed on keratin (down, crushed feather sheaths), chitin (pellets, crushed insects), droppings, dead leaves, 
dead moss and dead liverwort in the nests. The differences in moth fauna between bird species were related to the types 


of nest materials and detritus in the nests. 
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は じ め に 


鳥類 の 巣 に は さま ざま な 昆虫 類 が 生息 し て いる こと が , 欧 
米 で は 古く か ら 知 られ て いる (Nordberg, 1936; Woodroffe, 
1953; Hicks, 1959, 1962) が , 鳥類 と 昆虫 類 の 関係 を 明らか 
に し た 研究 は 上 少ない. 日 本 で は 今 ま で 市 街 地 の ス ズ メ 
Passer montanus (Linnaeus), コン アカ ソ ツバメ Hirundo daurica 
Linnaeus な どの 限ら れ た 鳥類 の 巣 で 断片 的 な 調査 が な され , 
衣類 や 食品 害虫 と の 関連 が 指摘 きれ て きた だ け で ある (BE 
村 , 1930 : 桐谷 , 1959 : 富岡 ・ 中 村 , 2000 な ど ). LAL, 
最近 , フク ロウ Strix uralensis Pallas や シジュウカラ Parus 
major Linnaeus な どの 巣 が 継続 的 に 調査 され る よう に な り , 
ヒロ ズ コ ガ 科 の 賊 な ど 多 く の 昆 虫 が 生息 し , 分 解 者 と し て 
巣 内 清掃 に 一 定 の 役割 を 果たし て いる こと が 報告 され て き 
た (Nasu et al. 2007, 2008 : 那須 ら , 2007, 2008 : Nasu and 
Saito, 2008). 今回 , 昆虫 食性 の シジュウカラ と ヤマ ガラ 
Parus varius Temminck & Schlegel の 巣 か ら , 那須 ら (2007, 
2008) と Nasu and Saito (2008) が 報告 し た 以外 に , 新た な ヒ 
ロ ズ コ ガ 科 の 種 お よび マル ハ キ バ ガ 科 と ツ ト ガ 科 の 種 の 発 
生 を 確認 し た . また , ACS ERRED TYYvtvy—a 
ウ Locustella pleskei Taczanowski & と ブッ ポ ウ ソ ツウ Eurystomus 
orientalis (Linnaeus) の 巣 か ら も ヒロ ズ コ ガ 科 , ミツ ボ シ キ 
バ ガ 科 お よび マル ハ キ バ ガ 科 の 種 の 発生 を は じ め て 確認 し 


た の で 併せ て 報告 する . さら に , 巣 の 形状 や 巣 材 の 人 違い が 
EFA TIC MIST RECOM Ch BRT A. 


材料 お よび 方 法 

調査 は シジュウカラ , ヤマ ガラ , ウチ ヤマ セン ニュ ウ お 
よび ブッ ポ ウ ソ ウ が 当年 に 繁殖 し , 幼鳥 が 巣立っ た 後 の 自 
然 巣 ある い は 上 巣箱 内 の 堆積 物 ( 巣 材 を 含む ) を すべ て 回 収 
し て お こ な っ た . 回 収 し た 堆積 物 は , 容器 に いれ 25C あ る 
い は 室温 条件 に お いて , 自然 日 長 下 で 飼育 を 続け , 羽化 し 
た 成虫 を 同定 し た . 調査 し た 鳥 の 巣 は 以下 の と お り で ある . 


シジュウカラ の 巣 に つい て は , 2008 年 11 月 6 日 , 兵庫 県 姫 
路 市 自然 観察 の 森 に 設置 され た 2 巣箱 を , 同年 12 H 20 日 , 
愛知 県 豊田 市 自然 観察 の 森 の 1 巣箱 を 調査 し た . ヤマ ガラ 
の 巣 (Fig. 1) に つい て は , 2008 年 7 月 $ 日 と 2009 年 7 月 18 
A, 大 阪 府 箕面 市 教学 の 森 に 設置 され た それ ぞ れ 1 巣箱 と 
2 巣箱 を , 2011 年 7 月 21 日 , 埼玉 県 秩父 郡 横瀬 町 の 3 巣箱 
を 調査 し た . ウチ ヤマ セン ニュ ウ の 上 巣 (Fig. 2) に つい て は , 
2009 年 8 月 6 日 , 和歌 山県 新宮 市 孔 島 の 2 自然 巣 を , 同 7 
H, 同 県 串本 町 橋 杭 岩 と すさ み 町 三崎 の それ ぞ れ 1 ARR 
を 調査 し た . ブッ ポ ウ ソ ウ の 上 巣 (Figs 3, 4) に つい て は , 2009 
年 8 月 29 日 と 2011 年 8 月 6 日, 岡山 県 吉備 中 央 町 に 設置 き 
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Figs 1-14. Insectivorous bird nests and Lepidoptera in them. 1: Parus varius nest material. 2: Locustella pleskei nest. 
3: Eurystomus orientalis nest box. 4: ditto, nest detritus. 5: Monopis longella (= pavlovskii). 6: M. congestella. 
7: Niditinea baryspilas. 8: N. striolella. 9: Autosthica sp. 10: Stathmopoda auriferella. 11: S. opticaspis. 


12: Martyringa ussuriella. 13: Eudonia puellaris. 14: Glaucocharis mutuurella. 
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れ た それ ぞ れ 6 菓 箱 と 2 巣箱 を 調査 し た . 


結果 


鳥類 の 巣 内 堆積 物 か ら 羽 化し た 鱗 凌 類 を Table 1 に 示し た . 
ヒロ ズ コ ガ 科 の 成虫 は 羽化 し て も 飛翔 性 が 活発 で な く , 刺 
激 を 与え る と , 巣 材 内 に すぐ に 潜り 込み , 隠れ る よう な 行 
動 が 認め られ た . 


1. シジュウカラ 


姫路 市 の 2 巣箱 の うち , 1 巣箱 か ら ヒ ロ ズ コ ガ 科 の フタ モ 
YW AAA Monopis congestella (Walker) (Fig. 6) が 2008 年 
12 月 15222 日 に 4 個体 羽化 し た . 豊田 市 の も の か ら は ヒロ 
ズ コ ガ 科 の ウス グロ イガ ANiditinea baryspilas (Meyrick) (Fig. 
7) が 2009 年 1 月 8 日 に 1 個体 羽化 し た . 巣箱 内 堆積 物 は 親 
鳥 が 集め た 大 量 の 父 苔 類 と その 上 に 積み 重ね られ た 油 毛 , 
糸状 に 裂 か れ た 樹皮 か ら な り , 親鳥 ある い は 幼鳥 の 羽毛 , 
糞 な ども 少量 認め られ た -. 


2. ヤマ ガラ 


箕面 市 の 3 巣箱 の うち , 1 巣箱 か ら ヒ ロ ズ コ ガ 科 の マエ モ 
ンク ロ ヒ ロ ズ コ ガ Monopis longella (Walker) (= pavlovskii 
Zagulajev) (Fig. 5) 232008 4£ 7 H 29 H —8 H 11 日 に 25 個体, 
フタ モン ヒロ ズ コ ガ が 8 月 1 日 一 8 月 11 日 に 13 個体 羽化 
し た . 残り の 2 巣箱 か ら は , それ ぞ れ フタ モン ヒロ ズ コ ガ 
と マエ モン クロ ヒロ ズ コ ガ が 2009 年 8 月 13 日 一 9 月 10 日 
に 30 個体 以上 と 3 個体 以上 , そし て 1 巣箱 か ら マ ル ハ キバ 
AX RO A CY 4 AW Stathmopoda opticaspis Meyrick (Fig. 
11) が 8 月 4 日 , ツ ト ガ 科 の クロ エグ リツ ト ガ Glaucocharis 
mutuurella (Bleszynski) (Fig. 14) 238 H 20 日 に 1 個体 ずつ 羽 
化し た . 横瀬 町 の 5 巣箱 の うち , 1 巣箱 か ら ツ ト ガ 科 の マル 
モン ヤマ メイ ガ Eudonia puellaris Sasaki (Fig. 13) が 2011 年 
8 月 16 日 に 1 個体 羽化 し た . 巣箱 内 堆積 物 は 親鳥 が 集め た 
大 量 の 区 苔 類 と その 上 に 積み 重ね られ た 獣 毛 , 糸状 に 裂 か 
れ た 樹皮 か ら な り , 親鳥 ある い は 幼鳥 の 羽毛 , 糞 な ども 少 
量 認め られ た (Hig. 1). 


3. ウチ ヤマ セン ニュ ウ 


串本 町 の 巣 か ら マ エモ ンク ロ ヒ ロ ズ コ ガ が , 2009 年 9 月 3 
日 一 10 日 に 19 個体, フタ モン ヒロ ズ コ ガ が 9 月 3 日 一 8 日 
に 8 個体 , ミツ ボ シ キ バ ガ 科 の 4z7os7zc7g sp. (Fig. 9) 239 H 
21 日 に 2 個体 , すさ み 町 の 巣 か ら マ ル ハ キバ ガ 科 の キイ ロ 
マイ コガ Stathmopoda auriferella (Walker) (Fig. 10) が 9 月 10 
日 に 1 個体 羽化 し た . 新宮 市 の 2 巣 か ら は な に も 羽化 し な 
か っ た . 巣 は イネ 科 の 枯葉 で 編 ま れ た お 槻 型 の 上 面 が 開け 
た 開放 巣 で , 中 に は 糸状 の 植物 繊維 も 敷き 詰め られ , 巣 内 
に は 親鳥 ある い は 幼鳥 の 羽毛 , 工 な ども 少量 認め られ た 
(Fig. 2). 


4 ブッ ポ ウ ソ ウ 


吉備 中 央 町 の 8 巣箱 の うち . 5 巣箱 か ら ウ スグ ロイ ガ が 2009 
年 9 月 21 日 一 30 日 に それ ぞ れ 1 個体 , 4 個体 以上 , 2 個 
体 , 3 個体 以上 , 1 個体 羽化 し た . 2011 年 の 2 巣箱 か ら は ヒ 
ロ ズ コ ガ 科 の クロ スジ イガ げ Niditinea striolella (Matsumura) 
(Fig. 8) が, それ ぞ れ 10 H 13H - 26 日 に 2 個体, 11 月 7 日 
に 3 個体 羽化 し た . 親鳥 は 巣 材 を 集め な い が , 巣箱 内 堆積 
物 と し て 幼鳥 の ペリ ッ ト に 基づく 堆積 物 が 大 量 に 存在 し, 
中 に 多数 の 甲虫 類 の 上 次 や 昆虫 の 脚 な どの 破片 が 認め ら 
n, 他 に 糞 , 羽毛 な ども 見 られ た . 堆積 物 は 鳥 に より 踏み 
固め られ て いた (Hig. 4). 





考 5 


マエ モン クロ ヒロ ズ コ ガ が ウチ ヤマ セン ニュ ウ の 上 巣 堆積 物 
か ら , フタ モン ヒロ ズ コ ガ が シジュウカラ , ヤマ ガラ お よ 
び ウ チ ヤ マセ ン ニ ュ ウ か ら , ウス グロ イガ と クロ スジ イガ 
が ブッ ポ ウ ソ ウ か ら , Autosticha sp.- と キイ ロマ イコ ガ が ウ 
チ ナチ ヤマ セン ニュ ウ か ら , オビ マイ コガ , マル モン ヤマ メイ 
お よび クロ エグ リツ ドガ が ヤマ ガラ か ら , は じ め て 発生 
する こと を 確認 し た . また , 本 論文 は ウチ ヤマ セン ニュ ウ 
と ブッ ポ ウ ソ ウ の 上 巣 の 昆虫 の は じ め て の 報告 で ある . 


マエ モン クロ ヒロ ズ コ ガ と フタ モン ヒロ ズ コ ガ は フク ロウ 
や オオ タカ Accipiter gentilis (Linnaeus) 7% 02 008 BAAD ME (C 
も 発生 し , 巣 内 の 羽毛 , LF OWE 07r IF v3 
な どの 動物 質 を 摂 食 し て いる (Nasu et al., 2007, 2008). この 
両 種 が 属す る ozops 属 は ケラ チン を 主 に 摂 食 する 
(Robinson and Nielsen, 1993; Robinson, 2004). この た め , マ 
エモ ンク ロ ヒ ロ ズ コ が ガ と フタ モン ヒロ ズ コ ガ は , シ ジ ュ ウ 
カラ , ヤマ ガラ お よび ウチ ヤマ セン ニュ ウ の 上 巣 で も 同様 に 
WE, 羽 爾 大 や 獣 毛 と いっ た ケラ チン な ど を 摂 食 し て いた 
と 考え られ た . シジュウカラ の 上 巣 か ら は が Aijgzzzeg 属 の ウス 
グロ イガ が , ブッ ポ ウ ソ ウ の 上 巣 か ら は 同属 の 2 種 ウ スグ ロ 
イガ と クロ スジ イガ が 発生 した. 本 属 の 種 は ケラ チン だ け 
で な く キ チン 質 も 好む (Robinson and Nielsen, 1993; 
Robinson, 2004) た め , シジュウカラ の 巣 で は 羽毛 , Dee 
Dr, ブッ ポ ウ ソ ウ の 巣 で は 大 量 に 存在 する 昆虫 類 の 破 
片 な どの キチ ン 質 を 主 に 摂 食 し て いた と 考え られ た . な お , 
ウス グロ イガ は ヤマ ガラ 上 菓 GRAS, 2008), フク ロウ 菓 
(Nasu et al., 2007) 9327 FU OX (那須 ら , 2010) か ら 
も 見 つか っ て いる . ブッ ポ ウ ソ ウ の 巣 か ら Monopis KOM! 
は 発生 せ ず , AZzzeg 属 の み で あっ た の は , 両 属 の 餌 の 選 
好 性 の 違い , すなわち 巣 内 の キチ ン 質 の 量 に 左右 され て い 
る 可能 性 が 推察 きれ た . シジュウカラ の 巣 か ら 11 - 12 月 
に 回 収 さ れ た 巣 堆積 物 か ら フ タモ ン ヒ ロ ズ コ ガ と ウス グロ 
イガ が 12 - 1 月 に 羽化 し た こと か ら , 両 種 は 巣 内 で 幼虫 あ 
2 vli cie 2560rtXz5n7. 


Autosticha sp. の 食性 は 不明 で ある が , 同属 の ミツ ボ シ キ バ 
ガ A. modicella (Christoph) と ヒマ ラ ヤ スギ ミツ ボ シ キ バ が ガ 
A. kyotensis (Matsumura) が 枯葉 食 で ある (上 田 , 2011) こ 
と か ら , ヤマ ガラ 巣 で は 巣 材 で ある 枯れ た 糸状 の 樹 度 ある 
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い は 妊 苔 上 類 を 摂 食 し て いた と 考え られ た . キイ ロマ イコ が 
は 枯葉 食 で オビ マイ コガ は 魚類 食 で ある (安田 , 2011) Z 
LEDS, それ ぞ れ ウチ ヤマ セン ニュ ウ と ヤマ ガラ 巣 内 の 枯 
葉 と 枯れ た 媒 苔 類 を 摂 食 し て いた と 考え られ た . マル モン 
ヤマ メイ ガ と クロ エグ リツ ト ガ の 食性 は 明らか で な い が , 
VOPR PHIL AER PHRMA TST SCEBMSNTWS 
(井上 , 1982 : 佐々 木 私 信 ) た め , VV XE EPOR NTE 
苔 類 を 摂 食 し て いた 可能 性 が 高い と 考え られ た . 


今回 の 結果 . そし て 既知 の シジュウカラ の 巣 か ら マ エモ ン 
クロ ヒロ ズ コ が ガ (那須 ら , 2007) と ニセ コク マル ハ キ バ ガ 
Martyringa ussuriella Lvovsky (Fig. 12) (Nasu and Saito, 
2008) お よび ヤマ ガラ 巣 か ら の ウス グロ イガ (那須 ら , 2008) 
の 記録 を 合わ せ て , 鱗 麹 類 の 食性 と 巣 の 形状 , 巣 内 堆積 物 
の 内 容 と の 関係 を Table 2 に 整理 し た . シジュウカラ , ヤマ 
ガラ お よび ブッ ポ ウ ソ ウ は 樹 洞 で 繁殖 し , 巣箱 も 利用 する 
が , ウチ ヤマ セン ニュ ウ は 上 面 が 開け た お 板 型 の 開放 巣 を 
枯葉 で 造る . シジュウカラ , ヤマ ガラ お よび ウチ ヤマ セン 
ニュ ウ で は 上 巣 の 形状 は 異な る が , 巣 内 に 親鳥 ある い は 幼鳥 
由来 の 羽毛 , ヒナ の 羽 靖 居 な どの ケラ チン や 糞 な どの 動物 
質 お よび 巣 材 と し て 親鳥 が 集め た 矢 苔 類 や 枯葉 な どの 植物 
質 の 両方 が 存在 する た め , いずれ の 巣 か ら も 動物 質 を 摂 食 
する ヒロ ズ コ ガ 科 と 枯葉 な ど を 摂 食 する ミツ ボ シ キ バ ガ 科 
や マル ハ キ バ ガ 科 な どの 峨 が 発生 した. 一 方 , 樹 洞 性 で あ 
る が 巣 材 を 集め な い ブ ッ ポ ウソ ウ の 上 巣 で は 幼鳥 の ペリ ッ ト 
由来 の キチ ン 質 が 大 量 に 存在 する た め , キチ ン 質 を 摂 食す 
る ウス グロ イガ と クロ スジ イガ の み の 発 生 を 認め た . この 
巣 に 枯葉 食 の 上 峨 が 発生 し な い の は , 業 内 に 植物 質 が 欠如 し 
て いる た め と 考え られ た . シジュウカラ の 上 巣 に は 徒 苔 類 食 
の ニセ コク マル ハ キ バ ガ が 発生 し . ヤマ ガラ の 上 巣 か ら 発 生 
し た オビ マイ コガ , マル モン ヤマ メイ ガ と クロ エグ リツ ト 
ガ も 鮮 苔 類 食 と 推察 きれ た . な お , ニセ コク マル ハ キ バ ガ 
ARRETA, フク ロウ 上 巣 内 で は 腐植 を 摂 食 し て い 
た と 推定 され て いる (Nasu ez al., 2007). これ ら 4 種 の 鱗 麹 
類 は 巣 内 に 矯 苔 類 が な い ウ チ ヤ マセ ン ニ ュ ウ の 巣 か ら は 認 
め ら れず , 媒 苔 類 の な い 巣 を 選好 し て いな いと 考え られ た . 


以上 の 結果 か ら , 昆虫 食性 鳥類 の 巣 の 鱗 凌 類 相 は 鳥類 の 種 
に よっ て 異な る こと が 判明 し , その 違い は 樹 洞 巣 か 開放 巣 
と いっ た 巣 の 形状 で な く 巣 材 を 含む 巣 内 堆積 物 の 違い に 関 
係 す る と 考え られ た . 


最近 , MR AH, 2117 7 hU Ciconia boyciana Swinhoec や カワ 
ウ Phalacrocorax carbo (Linnaeus) 003& 2^ 5 TA AL VEO 
アカ マダ ラ ハ ナ ム グ リ Anthracophora rusticola Burmeister が 
特異 的 に 発生 する こと が 明らか に な り HERG, 2004 : 佐 
RES, 2006 : 那須 ら , 2010 : 山本 , 201077 £), コウ ノ ト リ 
巣 内 の 腐植 な どの 分 解 に 重要 な 役割 を 果たし て いる こと が 
指摘 され て いる (那須 ら , 2010, 2012 印刷 中 ). また , フク 
ロウ の 巣 に は ヒロ ズ コ ガ 科 の 幼虫 が 数 多く 生育 し , 巣 内 堆 
積 物 の 分 解 に 頁 献 し て いる こと が 推 窪 き され て いる (Nasu et 
al., 2007). この よう な 巣 内 共生 者 は , 巣 の 持ち 主 か ら の 捕 
食 に も さら され て いる こと が , 渡辺 ・ 越 山 (2011) の 観察 
か ら 指 摘 さ れ た . 和 彼ら に よる と サシ バ pz7gs77 indicus 


(Gmelin) の 巣 内 で 幼鳥 が コガ ネム シ 上 科 の 幼虫 を 捕食 する 
こと が 観察 され , この 幼虫 は 巣 内 に 生息 し て いた アカ マダ 
ラ ハ ナ ム グ リ の 可能 性 が 高い と の こと で ある . 鳥類 の 巣 内 
C, 鱗 次 上 類 が 巣 の 持ち 主 か ら 捕食 され た と いう 観察 は 今 ま 
で の と ころ な い が , 営巣 中 の フク ロウ の 上 巣 内 で 飛 敬 す る 鱗 
贅 類 が ビデ オカ メラ で 夜間 記録 され て いる ONT BFE, 
RER). この た め , VIO BEBO NB - Zyma2&oq$r 5 
主 か ら 捕 食 を 受け て いる 可能 性 は 向 定 で き な い . 今回 の 飼 
育 観察 に お いて , ヒロ ズ コ ガ 科 の 羽化 成虫 は 飛翔 性 が 悪く , 
刺激 を 与え る と すぐ に 上 巣 材 内 に 潜り 込ん で 隠れ る こと が 判 
ELZ. この よう な 行動 に つい て , Robinson (2004) は 巣 に 
生息 する ヒロ ズ コ ガ 科 に 広く 見 られ る も の で あり , HNE 
息 へ の 適応 で ある と し た . この 行動 は , 巣 の 持ち 主 か ら の 
捕食 回 避 の 意味 が ある か も し れ な い . 


gH ET 


ミツ ボ シ キ バ ガ 科 と ツ ト ガ 科 の 同定 で は , それ ぞ れ 上 田 達 
也 氏 と 佐々 木 明夫 氏 に お 世話 に な っ た . シジュウカラ と ヤ 
マガ ラ の 巣 堆積 物 の 回 収 で は , 黒田 治男 氏 , 斉藤 ER, 
大 畑 孝 二 氏 お よび 吉 稚 清 則 氏 ., ウチ ヤマ セン ニュ ウ で は 木 
村 麻 美子 氏 . ブッ ポ ウ ソ ウ で は 丸山 健二 氏 と 越山 洋三 氏 に 
た い へ ん お 世話 に な っ た . 厚く 御礼 申し 上 げ る . 本 研究 の 

部 は , 日 本 学術 振興 会 科学 研究 費 (基盤 C : 課題 番号 
21570102) の 支援 を 受け た . 





引用 文献 


Hicks, E. A., 1959. Check-List and Bibliography on the Occurrence 
of Insects in Birds' Nests, 684 pp., The Iowa State College 
Press, Ames. 

Hicks, E. A., 1962. Check-list and bibliography on the occurrence 
of insects in birds' nests. Supplement 1. Jowa State J. Sci. 36: 
233-348. 

井上 FE, 1982. X4 WR. 井上 EU, 日 本 産 賊 類 大 図鑑 1: 
307-404, 2: 223-256, pls. 36-48, 296, 298-314, 講談 社 , 東京 . 

磯村 六 酔 , 1930. 雀 の 巣 と 毛織 物 の 害虫 . KE ER 34: 137-138. 

桐谷 圭 治 , 1959. 屋内 害虫 の 自然 の 棲息 場所 . Br EG 122): 2-6. 

TER 寛 ・ 阿 部 欧 ・ 新 里 達 也 ・ 早 川 浩之 ・ 飯 嶋 一 浩 , 2004. 
ワシ タカ 類 の 巣 で 生活 する アカ マダ ラ ハ ナ ム グ リ . HH 
ニュ ー ス 148: 21-23. 

Nasu, Y., G. H. Huang, S. Murahama and T. Hirowatari, 2008. 
Tineid moths (Lepidoptera, Tineidae) from Goshawk and Ural 
Owl nests in Japan, with notes on larviparity of Monopis 
congestella (Walker). Trans. lepid. Soc. Japan 59: 187-193. 

那須 義 次 ・ 三 橋 陽子 ・ 大 迫 義 人 ・ 上 田 恵 介 , 2012. 兵庫 県 豊 
岡市 の コウ ノ ト リ の 菓 に 共生 する 動物 . Ema (ニュー シ 
リー ズ ) 15 (印刷 中 ). 

那須 義 次 ・ 村 濱 史郎 ・ 松 室 裕之, 2008. シジュウカラ と ヤマ 
ガラ の 巣 に 発生 し た ヒロ ズ コ ガ (WAH, CU KIER). 
MORS 250: 453-455. 

Nasu, Y., S. Murahama, H. Matsumuro, D. Hashiguchi and C. 
Murahama, 2007. First record of Lepidoptera from Ural owl 
nests in Japan. Appl. Entomol. Zool. 42: 607-612. 





NII-Electronic Library Service 


The Lepidopterological Society of Japan 





RAH BRO OH 93 


那須 義 次 ・ 村 演 史 郎 ・ 三 橋 陽 子 ・ 大 迫 義 人 ・ 上 田 恵介 , 2010. 
IVI kO SBM SNM CMA RH. E 
BÀ (ニュ ー シ リ ー ズ ) 13: 119-125. 

那須 義 次 ・ 村 演 史 郎 ・ 坂 井 誠 ・ 山 内 健生 , 2007. 日 本 に お い 
て 鳥類 の 巣 ・ ペ リッ ト お よび 肉食 路 乳 類 の 糞 か ら 発 生 し 
た ヒロ ズ コ ガ (SHAH, euri. RA (ニュ ー シ 
リー ズ ) 10: 89-97. 

Nasu, Y. and T. Saito, 2008. Moths from Great Tit nests in Japan, 
with descriptions of immature stages of Martyringa ussuriella 
Lvovsky (Oecophoridae) and autapomorphies for the genus. 
Trans.lepid. Soc. Japan 89: 243-250. 

Nordberg, S., 1936. Biologisch-ókologische untersuchungen über 
die Vogelnidicolen. Acta Zool. Fenn. 21: 1-168. 

Robinson, G. S., 2004. Moth and bird interactions: guano, feathers, 
and detritophagous caterpillars (Lepidoptera: Tineidae). In van 
Emden, H. F. & M. Rothschild (eds), Insect and bird 
interactions: 271-285, Intercept, Andover. 

Robinson, G. S. and E. S. Nielsen, 1993. Tineid Genera of Australia 
(Lepidoptera). In Nielsen, E. S. (ed.), Monographs on 
Australian Lepidoptera, 2: 1-344, CSIRO Publications, 
Melbourne. 

He WERE: - SOAR EUR BE, 2006. アカ マダ ラ ハ ナ ム グ 
り リ の ハチ クマ 巣 利用 . Rh (ニュ ー シ リ ー ズ ) 9: 46-49. 

富岡 康浩 ・ 中 村 茂 子 , 2000. 鳥 の 巣 か ら 見 つか っ た 昆虫 類 (1). 
家屋 害虫 21: 100-104. 

上 田 達 也 . 2011. ミツ ボ シ キ バ ガ 科 . 駒井 古 実 ほ か ( 編 ), 日 
本 の 鱗 閉 類 一 系 統 と 多様 性 : 632-634, pls. 38-39, 東海 大 
学 出版 会 , 東京 . 

渡辺 靖夫 ・ 越 山 洋三 , 2011. コガ ネム シ 上 科 の 幼虫 を 巣 上 で 
食べ た サシ バ の 観察 記録 . 山 階 島 類 学 雑誌 43: 82-85. 

Woodroffe, G. E., 1953. An ecological study of the insects and 
mites in the nests of certain birds in Britain. Bull. Entomol. 
Res. 44: 739-772, pls. 14-16. 

山本 正志 , 2010. 滋賀 県 伊崎 半島 の カワ ウ コ ロ ニー の 上 巣 で ア 
カマ ダラ ハナ ム グ リ 発生 . 昆虫 と 自然 45(12): 37-39. 


安田 耕司 , 2011. ニセ マイ コガ 亜 科 . 駒井 古 実 ほ か ( 編 ), 日 
本 の 鱗 超 類 一 系 統 と 多様 性 : 617-618, pls. 34-35, 東海 大 
学 出版 会 , 東京 . 


Summary 


The lepidoptera fauna of insectivorous bird nests, Parus major 
Linnaeus, P. varius Temminck & Schlegel, Locustella pleskei 
Taczanowski and Eurystomus orientalis (Linnaeus), was 
investigated in Japan. Ten moth species were identified from these 
nests: Monopis longella (Walker) (2 pavlovskii Zagulajev), M. 
congestella (Walker), Niditinea baryspilas (Meyrick), Martyringa 
ussuriella Lvovsky from the nests of Parus major; Monopis 
longella, M. congestella, Niditinea baryspilas, Stathmopoda 
opticaspis Meyrick, Eudonia puellaris Sasaki and Glaucocharis 
mutuurella (Bleszynski) from P. varius; Monopis longella, M. 
congestella, Autosthica sp. and Stathmopoda auriferella (Walker) 
from Locustella pleskei; Niditinea baryspilas and N. striolella 
(Matsumura) from Eurystomus orientalis. Monopis congestella 
was newly found in Parus and Locustella pleskei nests, and 
Autosticha, Stathmopoda, Eudonia and Glaucocharis were also 
present in bird nests. Insects from Locustella pleskei and Eurystomus 
orientalis nests are reported for the first time. Monopis larvae fed 
on keratin (down, crushed feather sheaths) and droppings in the 
nests; Niditinea mainly on chitin (pellets, broken insects) and 
droppings; Autosticha and Stathmopoda auriferella fed on dead 
leaves and/or dead plant fibers; Stathmopoda opticaspis, Martyringa 
ussuriella, Eudonia puellaris and Glaucocharis mutuurella fed 
on dead moss and/or liverwort. The moth fauna in these nests 
varied in each bird species, and the differences were not related 
to the nest types (open or hole nest) but to the types of nest 
materials and detritus in the nests. 
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